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『学生生活調査に見る学生の音楽愛好』

「音楽」の内容 と愛好の質的変化

加 藤 善 子

【要 旨】

本稿 は、 昭和 初期 に各学 校 で実 施 され た学生 生 活調 査 を てが か りに、 当時 の 「音 楽」の内容 と学生

の音楽 愛好 ス タイ ルの 質 的変化 を明 らか に し よう とす る もので あ る。 まず 、調 査 結果 にお いて 、昭

和7～9年 前後 に「音 楽」と して カテ ゴラ イズ され る もの が 変化 して い る。 それ 以前 は、 「音 楽」は 、洋

楽 ・邦楽 共 に楽 器演 奏 や各 ジ ャ ンル を含 まな い もの で あ ったが 、そ の後 、 「音楽」は西 洋音 楽 を内 包 し、

邦 楽 を排 除 して 集計 され る傾 向が み られ た 。す な わ ち一部 の 「邦 楽」は 「音 楽」の外 に認 識 され る よう

にな った ので あ る。 これ は、 当時 の 洋楽 音 楽界 にお け る変化 と対 応 して お り、 この時 期 に洋 楽 は他

の ジャ ンル と快 を分 け て 「クラ シ ック」中心 に組 織化 され て行 き、 それ に対 応 して学生 の音 楽 愛好 ス

タイ ル も変化 す る こ とに な った。 この ため 、 「音 楽 」愛 好 者 は、 昭和 期 を通 じて、 調査 表 の上 か らあ

る傾 向 を見 出 した り解釈 す る こ とが 不可 能 で あ る よ うな結果 を示 して い るが 、 そ こに は 「音 楽」 そ

の もの もつ 意味 とその愛 好 の質 的変 化が あ った ため であ る。

はじめに

本稿は、戦前期に行 われた各種学生生活調査 を資料 として用い、可能な限 り学生の音楽愛

好スタイルを検討 し、それによって「音楽」というカテゴリーの内容の変化を検:討することが

目的である。昭和初期か ら各学校において個別的に学生生活調査が行 われ、趣味や娯楽など

も合わせて調査 されている。 しかし、これらの調査は、方法が異なるなど利用の仕方 には十

分注意する必要があるが、それを差 し引いても貴重 な情報 を提供 して くれる。本稿では、特

に、これ ら調査結果の中から、学生の趣味 ・娯楽、具体的には音楽愛好の状況をここか ら読

み取 り、可能な限 りの分析 を試みる。

各学生調査 によると、資料 に限界はあるものの、高等教育を受けた学生の問で音楽を趣味

に挙げる者が最低1割 から高いところでは5割 を占めている。当時音楽が、洋邦問わず、男子

の趣味 としてはどちらか というと奨励されなかったことを考 えると、この数字は非常 に高い

とみなすことがで きよう。また、その他 に同程度の割合で挙 げられてい る趣味 は、「読書」

「映画」であ り、「音楽」を含めたこの3種 類の趣味は、学生が「趣味」として最 も多 く挙げるも

のであった。つ まり、「音楽」は学生の間で最も趣味 として愛好 されるものの一つであ り、当

時の学生 を対象 として「音楽」が当時持っていた意味を考察することは、当時の一般の「音楽」

愛好者や、戦後の音楽愛好の普及などの問題を考える上でまず考慮 しなければならない課題

であると考 えられる。

以下、それぞれの資料 を吟味 しなが ら、当時の「音楽」をめ ぐる状況 と照 らし合 わせ、学生

の音楽愛好が どのような意味を持 っていたのか、またその愛好スタイルに変化はなかったの
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か、またあったとすればそれはどの ような変化であったのか、という点を考察する。

1.各種学生生活調査における「音楽」愛好者

ここで用いる調査は、昭和4年 から昭和17年 までに各学校で実施された各種学生生活調査

である(表1)。 これらの調査では、調査対象 は在籍者全員であ り、休学者 ・長期欠席者は除

外 してい るものが多い。そ して、文部省思想局が纏めた 「学生生徒の生活 に関す る調査」

(r思 想調査資料」第32集1936)を これに加え、考察す る。趣味 ・娯楽をどのように質問 して

いるか、また集計の方法は、表に示 した通 りである(実施年度の不明のものは含 まれていな

い)。但 し、 ここでは「音楽」と答えた者が何 を 「音楽」 とみなしているか、 また集計者が何

を 「音楽」 として分類 しているかは不明である。い くつかの調査では、その内訳 を表示 して

いるものがあるので、適宜それらを参照 しなが ら分析 を進める。

昭和4年 といえば、すでにラジオ放送が始 まってお り、蓄音機 も普及 している時代である。

しか し、調査報告書に見 られる「音楽」愛好者の比率は、ばらつきが大 きい。それぞれで調査

の目的 ・方法が異なるため、これらの数字 を直接比較することはできないが、「音楽」カテゴ

リーの もつ意味の検討、また各調査 の学年別、学部別の愛好者数の比較は可能であろう。

表1)学 生調査の概要と音楽愛好者の比率

表2)趣 味娯楽調査の記載のある学生調査(昭 和7～11年 〉

注1文郎省思想簡「学生生徒の生活に闘する廟査」「思想調査資料」第三十二桑(1936)より作威
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1-1.「音楽」の集計のされかた

まず、「音楽」が どのように集計 されていたかを各調査か ら考察する。調査 が実施された順

に趣味 として「音楽」およびそれに関連する回答 を整理すると、昭和4年 か ら17年 の間、前半

期には「音楽」以外にもオルガン、 ピアノ、謡曲、尺八、といったものが集計されているのに

対 し、後半期ではそれ らのほとんどが調査報告書 には現われなるという傾向がみ られる(表

2)。つ まり、何が「音楽」として見なされるかという点に変化があった と思われる。これには

以下の二つの点に注意する必要がある。第一は、集計者が何を「音楽」としてカテゴライズし

たかとい う点であ り、第二は、回答者が何 を 「音楽」 とみなしていたかという点である。 も

ちろん、これには調査時にどのように趣味が問われたか、 という点 も関係する。そこで、ま

ずは時系列的に音楽に関連する趣味が どの ように調査結果にまとめ られたかを整理 し、その

上で、質問の形態別では回答及び集計にどのような違いが見 られるか、順 に検討する。

ここで扱 う調査のうち、最初に行 われた昭和4年 の長崎高等商業学校研究館 による「生徒生

計調査報告」には、「趣味及娯楽」の内訳が記されている。これによると、「音楽」として分類

された319件 のうち、単に「音楽」という回答が153件 、尺八48件 、バイオリン30件 、マン ドリ

ン25件、ハーモニカ13件 、 ピアノ6件、邦楽4件 、洋楽4件 、声楽4件 、琵琶4件 、謡曲3件 、義

太夫3件 、浪曲3件、蓄音機3件 、琴3件 、オルガン2件、オーケス トラ2件、その他10件 、 とあ

る。ここに音楽全体 として纏め られたものの うち、約半数 を占める「音楽」以外の166件 の具

体的な回答は、洋楽が86件 、邦楽が67件 、その他 と蓄音機13件 、と分類す ることがで きる。

東京帝国大学が実施 した「生計調査報告」ではどうか。昭和4年 では、「趣味」として「音楽」に

分類 されたものは491件 、それとは別に謡曲が21件 、集計 されている。同調査中「娯楽」とし

て「音楽」に分類されたものは343件 、そしてそれ以外 に尺八196件 、ヴァイオリン81件、謡曲

65件 、マ ンドリン52件 、 ピアノ41件 、蓄音機27件 、ハモニカ21件 、声楽19件 、ギター15件 、

ラジオ12件 、オルガン9件、義太夫3件 、作歌2件 、 という集計がなされてお り、蓄音機 とラ

ジオは除いても、具体的に楽器や演奏(鑑賞)す るジャンルが「音楽」 というカテゴリーの外

に挙げられているのは興味深 く、合計すると502件 に上る(「音楽」・蓄音機 ・ラジオ ・作歌 を

除 く)。洋楽か邦楽かで分類すると、邦楽264件 、洋楽238件 となる。昭和7年 神戸商業大学

「学生学園生活統計」では、趣味 ・娯楽及びスポーツが同時に集計 されている。「音楽」に分類

されるのは131件 、「音楽」としては分類 されていないが音楽に関係する項 目は、謡 曲31件 、

尺八26件 、邦楽4件 、洋楽4件 、舞踊2件 、ダンス3件 、琵琶1件 、長唄4件 、清元1件 、常盤津1

件、ピアノ2件 、ヴァイオリン1件、 レコー ド3件、ラヂオ2件 、三味線1件 、童謡 レコー ド1件、

となっている。

しか し、 この後に行 われる学生生活調査では、このように「音楽」のほかにも挙げ られてい

た音楽に関連する項 目がほとんど集計結果に表れてこな くなる。「音楽」に集計 されているの

は1390件 、その他に音楽に関 して集計 されそいるのはレコー ド60件、謡曲53件 、ラヂオ20件 、

詩吟13件 、程度である。「洋楽」「邦楽」といったカテゴリーは見 られない。昭和10年 北海道帝

国大学による学生生徒生活調査報告」では、「音楽ニハ レコー ド32」(495中)と注に記 されてい

る程度である。またここでは「機械工作」に「ラジオ7」という記載がある。東京帝国大学昭和

13年調査で も同様に、「音楽」は1443件 、ここで も「洋楽」「邦楽」と答えるものがいない(ある
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いは調査結果に記載されていない)。それ以外ではレコー ド163件 、ダンス26件 、レビュー21

件、の三種が挙げられているのみである。昭和17年 第二高等学校「生活調査報告」においては、

「音楽」109件のほか、尺八6件 、琵琶1件 、吟唱1件が注に示されるにとどまる。

また、文部省思想局によって収集、編纂 された「学生生徒の生活に関する調査」(1936)では、

それまでに行われた学生調査230の うち、「学資関係諸事項、生活様式一般、身上関係諸事項、

生活様式一般、身上関係諸事項等総 じて学生生徒の生活内容一般 に関する調査報告」お よび

それに 「準ず るもの」74調 査 を選 び、かつ昭和7年 以降に調査 されたもの(た だし、それ以前

のものも若干含まれている)の諸結果が掲載 されている。その うち、趣味娯 楽に関する調査

3形 式別「 準 び「 £外のカテゴリー

実施校・実施年 「 £外の音楽に るカテゴリ・.・質問形式 「音楽」愛好者回答形式

洋楽に る の 邦楽に開するもの そのりの

東京帝国大学(1929) 「 喋 自白 ・ 回 曲11:1
「娯 楽」 自由 記述 ・単数 回答 ヴァイオリン・マンドリン・ピアノ・ 尺八 ・謡 曲 ・義太 夫 菩 音搬

ハモニカ・ ・ギター・オルカ'ン

長 崎高 等 商叢 学 校(1929) 「趣 味及 娯 楽」 尺 八 ・邦楽 ・琵琶 ・謡 曲 ・ 蓄 音機ハ9イオリン・マント'リン・ハーモニカ・ピアノ自由 記述 。複数 回答28,0

　 か ギ・声 ・オルがン・オーケストラ
「趣 味 と運 動 」神 戸 商業 大学(1932) 尺八 ・邦楽 ・琵琶 ・長唄 ・自由 記述 ・複数 回 答 洋 楽 ・ダンス・ヒ7ノ。ヴァイオリン・ 鍵25.9

お ロ　　セ レコ　ド

「趣味 「 楽大 予(1934 民謡研究

1934,舳 霰ll絵,、.。 ンド,..t、.i=カ.。,.歎 。..謀 口
「 殊ト 謡曲・ 曲 ラヂオ詩吟由 回19357

「 「 由 回1936

「 自由 述 回ロ 　　ヨ　

尺八・詩吟・長唄　 ゑ お ロ

翻,舳 ・ 。 レコー ドンス・レビュー

「 味 由 ロ1942 尺 八

注:衰1よ り作成

舞 踊 。レコー ド・
一ヂ オ

注1鰹査実施年の記載の無いものは昭和7年以降実施
衰1、表2より作成

結果 を表2に抜 き出した。調査時が記載されているのは、大谷大学(昭和10年6月)の みである。

この資料 と、各学校の調査報告書を併せて、趣味に関する質問形態の違いから、「音楽」の

分類 に変化がみ られるかを整理 した ものが、表3、 表4、 である。前者は単に「趣味」「趣味及

娯楽」という項目で、自由記述させ るものである。後者は、 自由記述ではあるが、「趣味娯楽

ノ種類」を記述するように指示 しているものである。この結果、広 く「趣味」を尋ねる調査で

は、「音楽」と回答する学生以外 に、様々な楽器や音楽の分野を挙げている者が多 く、集計の

段 階でも「音楽」に一括 されることはなかった傾向が見 られる。 しかし、1935年 以降に実施 さ

れた調査では、 この ような自由記述にもかかわらず、特に洋楽に関す る分野において、「音

楽」以外のカテゴリーが現れな くなる。また、最初か ら「趣味娯楽 ノ種類」を調査す るものは、

昭和7年 以降に実施 されたものに限 られてお り、ここでは、「音楽」以外 に挙げられる様々な

音楽の分野や楽器が集計結果には現 れていない。特にこの傾 向は洋楽 に関するものに強 く、

「音楽」以外 に集計結果に現れているカテゴリーは主に邦楽に属するジャンル ・楽器であるこ

とが明らかになった。

したがって、洋楽に関する分野が「音楽」以外にカテゴライズされることがなくなるという傾

向は、質問の形態を問わず、昭和7～9年 前後から現れてきた といえる。つまり、「音楽」とい
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う言葉の意味、またはその意味する範囲が変化 したと考え られ、特 に洋楽 に関するものが

「音楽」に包含 されることが当然 とされるようになった。しか し、邦楽の場合はそれ以前 と同

じであった。尺八や琵琶、詩吟などは、依然「音楽」とは別項目として集計 されているからで

ある。では、 この変化は回答す る側にあったのか、分類 ・集計する側にあったのか、 どちら

であろうか。これには、文部省 「学生生徒生活調査」(1938年 調査、発行年不明)が参考にな

る。この調査における 「趣味 ・娯楽」の集計結果 には、「音楽」の他 に、「洋楽」「邦楽」「謡曲」

「尺八」「詩吟」「浪曲」「レコー ド」「ラヂオ」という項目があ り、少な くとも「洋楽」と回答す る学

生は、昭和13年 にも存在 していたことを示 している。すなわち、回答者 も洋楽器演奏などは

「音楽」あるいは「洋楽」と見 なしてはいたが、それ以上に、各学校それぞれの調査の集計段階

において、「洋楽」を「音楽」として分類する傾向が強かったと考えられる。

では、この時期に、なぜ このような変化が学生調査の上に見 られるようになったのか、 とい

う点が問題 となる。これは2節 で考察する。

1-2.学年別及び学部別にみる「音楽」愛好者

では、学年別、あるいは学部別 に趣味を集計 している調査結果を検討 してみよう。このよ

うな集計が現れるのは、東京帝国大学を除いて(ただし学部別のみ)、昭和10年 以降に実施 さ

れた調査からである。先 に述べたように、昭和10年 以降の調査 においては「音楽」というカテ

ゴリーが どの調査 においても差異が少ないと考えられるため、趨勢 を把握 し、かつ共通する

傾向 を明 らかに したいところだが、残念なが らそのような共通の傾向はみ られない。 まず、

東京帝 国大学の一連の調査 において、昭和4年 では、「趣味」として「音楽」を挙げる学生が、

理系では工学部 において16.7%を はじめ、すべての学部で10%を 超えているのに対 し、文科

系では法学部8.1%、 文学部9.2%、 経済学部11.4%と いう低 さである(表5-1)(ただし、「娯楽」

に 「音楽」 を挙げる者の比率は各学部間であまり差がない(表5-2))。昭和9年 では、「音楽」愛

好者は各学部で20%以 上存在 したが、やは り理系 においてその比率が高 く(表5-3)、また昭和

13年 もその傾 向は維持 されている(表5-4)。 また、高等学校 ・専門学校においては、学年 ・専

攻によって増減が まちまちである。第二高等学校では、理系 に愛好者が多い時期 もあ り、ま

た学年があがるにしたが って理系 と文系で愛好者の増減が逆転する年度 もある(表6-1、6-2、

6-3)。専門学校で も和歌山高等商業学校(1935)で は学年があが るにつれて愛好者 も増えるが

(表7)、 山口高等商業学校では逆 の現象を示す(表8)。 このように、各学校によって、音楽愛

好は様々な様相を呈 している。特に、西洋文学や芸術 に最 も親和的と考えられる文学部の学

生が理系の学部や法学部 ・経済学部に比 して「音楽」愛好者が少ないという点は、興味深い。

以上の現象を説明するためには、このデータの背後にある当時の「音楽」をめ ぐる状況を考

慮 し、かつその上でこのデータの再解釈を行 う必要がある。学生の音楽愛好か らしば し離れ

て、昭和期 における職業音楽家や評論家等 をとりまく「音楽」関係者の世界一特に評論家集団

に焦点を当てて、 この疑問に一つの解釈 を与えることを次節以降で試みる。



24 加 藤 善.子

表5-1 1929味

怯学部

人
傷)申 告

1138.D1397

医 部

4510.2)442

工学部 文

1置4(16.7

申告
68258.5

偶)申 告者
610

理学 学

申告
34(15.0)22742(12.5》

申告者

336

計

者 申告者

85(114〕745

申告者

者 偶)

491(盈1L)4439

5-2》

人 脳) 93(6.7

(1929ア 楽

医 工

,申 告者 好者 申告番
i39732(7,2)442

⑲ 申告
52σ.6) 682

文'部

数(瓢)申 者
55(9.O)6正0

理学部
好者 申告
2088 227

農学部

者
28(8.3)

申告 申
=336鱒(8」 切745

申告

者 α)
343(7.7)44:至9

表5-3).東 京帝国大(1934r趣 味

法'

串告者

人)40623.4)173置

医'

113(23.O)
申告者

491

工'

者 偶
23929.6

申告
80ア

郎
α)申告

203(25,4) 798

理学部

申告考
76(298)255

農学

者

122(28,9》

申告者

422

者 申告者

232(258898

申告

者数(覧)

139駅25.7)晩02

表6-4)京 1938r

人

法 闘

者
486(26.0}

申告
1869

医

申告者

1麟(29.8)516

工9

)申

165(20.2) 816

文学部

㈲

177(29,8)

申 者

593

理学部 農学部
者 申告 者 者.

116(51-3)266154(32.5)

甲告者数

473

軽済 部
愛好者 申告
191(21.2)900

計
舜者 α)

申皆者数

1443(26.6)5433

2.昭和初期における音楽をめぐる状況

2-1,「楽壇解消論」一昭和8年 における音楽論争

有名な音楽論争はい くつかあるが、ここでは本稿の問題に関 して最も重要と思われる昭和

8年 の河上徹太郎 と山根銀二 による「楽壇解消論」論争をとりあげる。 この時期を境 として学

生生活調査における「音楽」の扱い方が明 らかに変化 したのは、この論争に象徴される日本の

「音楽」をめ ぐる状況の変化が少なか らず影響を及ぼしていると思われるためである。

昭和8年 の 『改造」誌上で河上は、 日本の楽壇 は偶然音楽に出合った もめが作ったもので

必然性 はなく、それまでに音楽雑誌上 を賑わしていた流行歌 による楽壇堕落問題や評論家の

批評の仕方は、たとえば文壇のそれに到底及ばない という趣 旨の 「楽壇解消論」 を発表 した。

彼は、楽壇が 「楽壇」 を自認するにはまだ成長 していない、 という。これに対 して反論 した

のが音楽評論家の山根銀二であ り、彼は1河 上 は楽壇 の表面 しか見えていないと反論す る。

楽壇は今まさに成長 しつつあ り、演奏家評論家 ともに研究に励み新 しい世代 を育成 しつつあ

る(山根1933)、 というものである。

それ以前にも音楽論争がなかったわけではない。 日本 において最初の音楽論争と呼ばれる

ものは、大正13年 にはじまる大田黒元雄 と野村胡堂(あ らえびす)の 「缶詰音楽論争」である。
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これは要約すると、生演奏に対 してレコー ド音楽は所詮 「缶詰」音楽であるという大田黒に

対 し(報知新聞T13!2/14、7面)、 あらえびすが これに対抗 して 「缶詰」音楽をコ1/ク シ ョンし

ている有名人を挙げ、そのコレクションがその人の芸術観 を表わしているのだと反論 したも

のである(報知新聞T14〃5、3面)。

この二つの論争は、「缶詰音楽」論争が音楽の鑑賞法に争点 を置いてい るのに対 し、「楽壇

解消」論争は音楽 を生業 とする集団のあ りかた、つ まり 「楽壇」のありかたとその活動に問

題が集約 されている。この二つの論争をはさんで、職業音楽家や評論家の活動が変化 したこ

とが伺える。

音楽評論や鑑賞スタイルの変化については後述することにして、まずはそれぞれの時期 に

おいて日本において何が演奏 されていたかを検討する。秋山(1966)に よって収集 された当時

のプログラムを整理すると、大正13年 に開かれた46回 の演奏会(う ち4回 はプログラム不 明)

のうち、軍楽隊の公園演奏と東京音楽学校の演奏会が殆 どを占めている。15回 がオーケス ト

ラの演奏であるが、うち10回 を軍楽隊が占めている(表9)。演奏会一回あた りの演奏曲数 も

表,)コンサ_トの纐 と曲数 多 く、これは演奏時間の長いシン

秋山(1966)より作成

く、それらの 「断片」 しか聴 く事ができなかった。 しか し、奇 しくも大正13年 は、ベー トー

ヴェンの交響 曲すべてが レコー ドで揃 った年である(歌崎編1998、23頁)。 この論争 は、外国

に行 くことの出来たものと蓄音機 とレコー ドを買うことの出来た限 られた少数集団のなかで

の論争であ り、また同時に、 この時代 に、外国に行 くことの出来た者の特権が レコー ドやラ

ジオによって脅かされるようになったわけである。 この論争は、日本 における不特定多数の

洋楽の聴衆が生れはじめること、同時に、「音楽」というものがそれまでどちらか というと邦

楽を中心 とした ものから洋楽に移行 し始めることを示唆 してもいる。

では昭和8年 はどうであったか。演奏会からは軍楽隊 も東京音楽学校 も姿を消 し、民 間の

団体が演奏会の中心 を占めるようになった。オーケス トラでは新交響楽団(現NHK交 響楽団、

以下 「新響」)を 中心 として交響曲の全 曲が演奏 され、寄せ集めの ジョイン トコンサー トは

激減、 リサイタルも賛助出演のあるものは無 くなった。そ して、文部省 による全国的な学生

調査が行われた昭和13年 のプログラムも同様の傾向がみ られる。 しか し、演奏会開催数は減

少傾向にある。 この結果は、昭和初期に日本の音楽界 において大 きな転換があったことを示

フォニーや組曲などを全曲演奏す

ることがで きず、短い曲や抜粋曲

を演奏 していた ことを意味す る。

また、ジ ョイン トコンサー トも大

正13年 に最 も多い。一人あるいは

一団体で演奏会をもたせ ることが

できなかったのである。 リサイタ

ルも同様で、賛助出演のある演奏

会が14回 中4回 み られる。演奏会

ではまともにシンフォニーや ソナ

タの全曲を鑑賞できた時代ではな
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しているが、演奏会に通 う聴衆の数 は増加 しなかった ということ、そ してその転換は主にレ

コー ドとラジオによって音楽を鑑賞する愛好者によってもたらされたことが推測できるので

ある。この時期は、それまではすべて洋楽 と考え られていた ものが、高級音楽(す なわちク

ラシック)、ジャズ、流行歌、とい うジャンルがつ くられつつあった時期であ り、「楽壇」は

主に 「クラシック」関係者の集団として認識されつつあった(1)。この論争は、昭和期 におけ

る第二の音楽雑誌発刊ブームに重なってお り、山根のこの反論は 「高級」で 「学術的」であ

ることを目指すr音 楽評論」の巻頭論文 として掲載 された。

2・2.評論の変化

演奏会の変化 を概観 した ところで、ここでは、 この音楽論争 と前後 して、評論そのものが

どのように変わったか を評論家の書いたものをとりあげて考察 したい。 日本最初の音楽論争

を展開した大田黒元雄 と野村胡堂(あ らえびす)を中心 に、その内容を比較する。

まず大正期において、 この二人は何 を書いていたのか。

大田黒元雄は、「結局蓄音機の音楽 というものがかん詰の音楽であるから、そこにあ らは

れた風味を以て真の風味 を断定 してはならないといふことである」 といいなが らも、

「日本のや うに蓄音機以外 には、めつたに音楽 らしい音楽を聞 くことの出来ない国では、蓄

音機が娯楽の道具以上にさへ考へ られて居 るの もまつたく無理はない。 多 くの熱心 な好楽

家に取 って蓄音機はた しかに音楽研究の最 も大切 な資料 となって居る」 と缶詰論争で書いて

い る。 というのは、彼が外国での コンサー トを念頭 においているか らである。「ロン ドンの

王立歌劇場であるコヴェン ト・ガアデン劇場などは随分廣いものですから、… ・それが上か

ら下まで ぎつ しり詰つた ところはまつた く華やかなもので、殊に歌劇 となると三等や四等あ

た りの客まで正装 して來 るので絵計 さうなのです。私がは じめてこの歌劇場 に行 ったのは、

一九一三年の二月
、ロン ドンへ着いてから一週間ばか り経つた時分のころで した。私はその

晩 にシュ トラウスの 「サロメ」を聴 きに行 ったのです」(大 田黒1925/1939、353頁)。 彼の音

楽評論はどちらか というと彼が外国で見たものの印象記 といっ「たものであった。
一方

、野村胡堂 も、報知薪聞上の音楽連載 「音楽漫談ユモ レスク」(1924～)で はレコー ド

の紹介や音楽会の近況などをさらりと書 くにとどまっていた。.レコー ドに重 きを置いていた

のは、先に確認 したように、単に演奏会が充実 していなかったためと思われる。「モジュヒ

ン氏の様な立派な歌 ひ手は、次には何時来ることやわか りませんから、 日蓄へ残 して行った

十何枚かの レコー ドは、本当に日本音楽界へのい ・記念になりました」(報知新聞T13/10/13、

3面)。

野村胡堂が本格的に評論 を書き始めたのは昭和10年 代であるが、その評論ぶ りはこの 「ユ

モレスク」 とは全 く異なる志向性を持つようになる。その一例 として、彼の代表作の一つで

ある 「名曲決定盤」(1939)に 見てみよう。

「いかなる芸術でも、その最後の値打を決定す るためには、創作者、演奏者の人格 にまで戻

らなければならない。・… クライスラーの弾 く小曲に、 くめども尽 きぬ人間味の溢れるのは、

この人間クライスラーの心の中から流れ出る情味のためではなかろうか。クライスラー老い

た りと言われなが らも、この人のヴァイオリンの音には、聴 く者の胸 に食い入 る 「何物かが」
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表10)評 論家の学歴

音楽学校 一般大学 その他不明 計
～1895生730212

1896～1910生06006

不 明 一 一 一44

計790622

あ る こ とは 否 む 由 もあ る ま い 」(上38～40頁)「 フ ィ ッ シ ャー の タ ッチ は 明 確 で 清 澄 を極 め る。
トロンカラロ

・… テ ンポも表情記号 もそのままで、美 しい音色 と、整然たるスタイルで、 ゴシック建築の

ような素晴 らしい古典美を盛 り上げて行 くのだ」(上206頁)。

また野村光一は、「レコー ド音楽読本』(1934)の なかで、

「其処で、私 は、蓄音機に依 る管弦楽演奏の鑑賞をもっとも有利に導 く為の便法 として、特

に、管弦楽レコー ドの際には、管弦楽の総譜 を見乍 ら、それを味ふ ことを諸氏 に奨めたい。

・… 総譜 と対照 して管弦楽レコー ドを鑑賞すると、こんがらがつた複雑な部分は、それに依

つて、知的に分解 されて来る。是は、楽譜 を知 らず に耳だけで聴 くと、如何 に経験のある耳

でも、殆 ど細 いところは分解され難いのである。斯様 にして、各パー トの間が明瞭に区別 さ

れて、それ等の大体の構造や特徴が知的に頭 に入った後、今度は、楽譜 を退けて、レコー ド

の音だけに親 しめば、我々は、初めて、其処 に、管弦楽曲の細部 に亘る迄の全貌が悉 く知解

されると共に、それに依って、経験 と想像 を働かせてそれ等全体か ら統一 した音楽的感興を

も味はふ ことが出来るのである」(野村1934、18～19頁)と まで書 く。

音楽評論は、西洋文化に対す る近さを利点にして単に外国の音楽会や レコー ドを紹介する

という著述活動からが らりと姿 を変え、主にレコー ドによる演奏 を対象 として、演奏家や作

曲家を人格者 として扱い、読者 にその作品、演奏の分析的、かつ内在的な解釈を促すという

方向へ と変化を遂げる。西洋の知識をベースにした、精神性 に重 きを置いた ものであること

は言うまで もない。第二の音楽論争が起 こった昭和8年 には、音楽評論はこのような性質を

もつようになっていたのである。昭和初期の評論家は、 レコー ド・ラジオによって音楽を聴

く聴衆を対象として鑑賞法 を説 き、かつ音楽の芸術性を強調することに力点を置いた。

では、なぜ このような変化が うまれたのだろうか。それは、評論家集団の形成過程 による

ところが大 きいと考えられる。当時の西洋音楽普及 において、オピニオンリーダーとして重

要であると思われる、10冊 以上の音楽書を著 した評論家をピックアップ し、その学歴を調べ

たところ、若い世代 ほど音楽学校 を経由せず、一般の高等教育機関を経由 した者が増 えてい

くという現象がみ

られた(表10)(加藤

1997)。 さらに重

要なことは、彼 ら

,1、川(1977)より作成 は本職 として音楽

評論を書いていた

訳ではないことで
大森(1986)157頁より作成 ある

。大田黒元雄

はロン ドン大学中退後、東京高級鋳物㈱取締ほか様 々な会社の重役を兼任 しながら音楽評論

を書いていた。野村胡堂 も、一高か ら東京帝大(法 科)に進学、中退後新聞記者 として、 また

小説執筆の傍 ら音楽評論を書いていた。

評論家 によるこの ような音楽への認識は、演奏者のそれ とは全 く異なったものである。な

ぜ彼 らはこの ような文章 を書 くようになったのだろうか。ひとつには、この時代 はレコー ド

やラジオが普及 し不特定多数の聴衆が形成されつつあった時期であ り、新 しい聴衆のための
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解説書が必要であったこと。次に、この時期 は同時に中根銀二がいうように「楽壇」が形作 ら

れる時期であった。「楽壇」は、自らのアイデンティティーを形成する必要 に迫られていたか

らである。それが 「楽壇解消論争」の争点であった。それまでは、演奏家、教育家、評論家

の間には何の関係 も連帯 もなかった。演奏家の多 くは軍楽隊の退役者であり、また明治40年

頃に流行するデパー ト少年音楽隊出身者であ り、ダンスホールや活動写真の伴奏者 としてた

だ楽器 を演奏 していただけであった(表11)(2》。 また、演奏家 と評論家で学歴に大 きな差があ

る理由は、演奏家になることは、当時高等教育 を受 けた者には許 されなかったことにある。

中には、その風潮に抵抗 して敢 て演奏家 になった者もいたが(近衛秀麿、朝比奈隆、斎藤秀

雄など)、大多数は家族に猛反対 され演奏家 になることを断念 し、中には妥協策 として評論

家になった者 もいた(3)。また趣味 としても西洋音楽は 「まっとうな」趣味 として認識 されて

いたわけではなかった(加藤1997)。 それゆえに彼 らは自らの西洋の知識をふ りかざして評論

を書いた。評論家は、ただ単 に楽器 を演奏す る職業演奏家 と意図的に差異化 をはか り、且つ

洋楽を仕事 ・趣味 とすることの正統化を同時 にはかろうとした結果が、この変化を生み出 し

た一因である。

3.「音楽」愛好の質的変化

以上により、昭和8年 前後が西洋音楽、特にクラシック音楽にとって重要な転機であった

ことが伺 える。 この時期 より以前は「音楽」というものは様 々な分野を含んでいたのである。

しかし、それ以降、「音楽」は「洋楽」、つまり「クラシック音楽」を含むものに変化 した。これ

が、昭和8年 以降の学生調査において、邦楽のみが「音楽」の外 に分類 され る傾 向を生んだ原

因であると考え られる。一見「音楽」愛好者が昭和期 を通 じて増減があまり見 られないことも、

これに起因するといえよう。つまり、音楽愛好者は存在 していたが、愛好 される「音楽」それ

自身は質的に変化 しているのであ り、それは調査結果からは直接読み取 ることがで きない も

のなのである。

学生における音楽愛好は昭和8年 前後 を機に、以下に述べ るように質的 に大 きく変化 した

と考えられる。まず、昭和8年 以前は「音楽」は洋楽 も邦楽 も、 さらに流行歌や学校唱歌 など、

あ りとあ らゆる分野 を含んでいたが、調査結果に見 られるように、楽器の演奏 は含んでいな

かったと思われる。それは、洋楽愛好者が相対的に少なかったこ とにも関係するであろう。

この時期、特 に大正以前における洋楽愛好者は、蓄音機普及以前に両親や 自らに海外生活の

経験があり違和感な く西洋の音楽に触れることの出来た特権的な人々であ り、これは、大田

黒元雄(1893生)、 近衛秀麿(1898生)に 代表 される明治前期～中期生れの者が中心である。大

正後期では、新中間階層出身の比較的裕福な家庭出身で、西洋的文化 に親和的で楽器や蓄音

機が家にあるなど西洋音楽に触 れることが出来た人々。これはちょうど旧制高校の文化がバ

ンカラか ら文学 ・哲学中心の教養主義へ と移行 し、文化系の団体が学校で組織される段 階

(Roden1983、166～168頁)に 学生時代 を送った者が中心 となる。朝比奈隆(1908生)や 斎藤秀雄

(1902生)が その代表である。この段階 までは一般的に西洋音楽が理解 を得ていない時代であ

り、音楽団体 も十分 な人数が集 らなかった(朝比奈1985、36頁)。 しか し、昭和8年 以降にな
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ると、楽器をもたなくとも、 レコー ドを買う金が無 くとも、西洋音楽を愛好することができ

るようになった。彼 らは昭和10年 代か ら一般的になったと考えられる音楽喫茶にたむろして

音楽 に没頭 し、スコアを持 ってベー トーヴェンの哲学 と芸術 に陶醇 した世代である(歌崎編、

1997)。

もちろん、この分類は一種の理念型であ り、この順序 に音楽愛好スタイルが完全 に転換 し

たわけではないことを断ってお きたい。昭和初期の愛好者の大多数が後者のタイプに属す る

ことは確かであるが、それによってそれ以前の音楽愛好者が消滅 したわけではな く、蓄音機

や外国で音楽を聴 く古い形態 も存続 してお り、それぞれの世代内部で愛好スタイルをめぐっ

て対立や葛藤があったことは考えられるが、ここではその点については立ち入 らず に、 これ

らの世代間における差異を中心に考察をすすめる。

重要なのは、昭和初期(特 に 「楽壇解消論争」後)～ 戦前 までに学生時代 を過 した世代の

音楽の聴き方に注 目して、この時期の学生調査結果に現れた現象 を説明することである。こ

の時期 は、あらえびすの音楽入門書 『バ ッハか らシューベル ト」(1931)が 音楽書 としては空

前の10万 部を突破(藤倉1995、199頁)、 野村光一 「レコー ド音楽讃本』(1934)は1月 に発売 さ

れ7月 には35版 を重ねている。学生 は外国語や西洋芸術 ・哲学に親和的であったがため に、

芸術家の精神性、内面性を強調するあ らえびすの解説にのめ りこみ、野村光一の まずはスコ

アを見 なが ら音楽を聴け(野村1934、18頁)と いう助言を忠実に守 り、髪を書 きむ しり目を瞑

ってタクトを振 りながら(歌崎編1997、299頁)、 ベー トーヴェンのレコー ドをコーヒー一杯で

涙 と共 に聴いたのである。この世代の代表は小説家の五味康祐(1921生)や 詩人那珂太郎(1922

生)である。彼 らの音楽の聞き方 は、音楽評論の変化 と並行 して、非常に真摯であ り純化 さ

れた形で現れる場合 もあった(%

4結 論と今後の課題

学生調査報告に現れる「音楽」というカテ ゴリーが、昭和7年 か ら10年 頃に洋楽を含み邦楽

を排除する傾向が生まれたのは、当時の職業音楽家が構成する「楽壇」の成立 とその展開に対

応 していたことを明 らかに してきた。調査報告での集計結果を見 る限 りでは「音楽」愛好者は

増加 しているように見える。 しか し、それは「音楽」そのものの範囲が洋楽を中心 として拡大

し、「音楽」が より広義の意味で理解されるようになったためでもある。実際に「音楽」愛好者

が増減 したかということはここでの問題ではない。む しろ、「音楽」の意味の拡大 と邦楽の

「音楽」からの排除 という現象 は、「音楽」愛好が洋楽の鑑賞、及び演奏 を中心 とした愛好の

仕方へ と変化 したことを示唆 している。時には非常に極端で純化された 「芸術鑑賞」 という

ス タイルをも生み出 したこと、 しか もその変化は、当時の高等教育を経 由した評論家 と在籍

している学生 とがたまたま結びつ くことによって生 じた変化であった ことを表 している。

しか し、 ここでは、学生の音楽愛好の形態の変化 を、洋楽の職業音楽家集団に結び付 けて

分析 したにとどまっている。 また、学生における「音楽」愛好者が、それぞれの学校において

学年別 ・学部別に様々な様相 を提示 してい ることについては説明す ることがで きない。「音

楽」が洋楽を中心 とするもの として意味が書 き換 えられ、学生の間にこれを中心 とした 「純
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粋芸術鑑賞」ス タイルが生まれたことは、何 を意味 しているのか。また、その後の音楽愛好

にどの ように影響 したのか。そ して、この傾向は一般の音楽愛好者についても見 られるのか、

など多 くの問題は、今後の課題として残 されている。

注

(1)昭 和4年 と8年は洋楽専 門雑誌の発刊 ブームであるが 、昭和6年 頃か ら評論家の間で「楽団堕落問題」が沸騰

す る。代表的 なもの は伊庭孝 「日本 楽壇 の清算 事項 一楽壇の堕落 を如何せ ん一」(『音楽世界』 第4巻9号 、

1932)であ る。 これは、レコー ドの普及による演奏会不振 、また西洋調の流行歌の興隆 によって批評家た

ちが「洋楽」「楽壇」の輪郭 をつ くるきっかけとなった。この問題については別の機会 に詳 しく検討する。

(2)昭 和6年 「豊 島園少年音楽隊」(昭和2年 成 立)解散時、30余 名の メンバ ーの うち、15名 は大阪のカ フェー

「赤玉」で一年ほ ど吹奏楽団 として演奏 した。その後、3名 は新交響 楽団 に、6名 はジャズ演 奏家と して再

就職 した(大森1986、172頁)。

(3)野 村光一(1895年 生)が評論家 にな った経緯 をこう回想 している。「子供 の頃か らとて も音楽が好 きで、何

とか して音楽家にな りたい と思ったんだけ ど、「そんなバ カな ことはや るな」ってピアノも買って くれな

いんです よ。 それで くさ くさしなが ら中学 を出て高等学校 の試験 を受 けたんですけ ど、そんなもの受 け

る気は何 もないんだか らみん な落っ こっち ゃった。 それで東京へ出て来て、その頃一番 自由な校風の慶

応 義塾へ入 ったというわけです よ。本 当は ピアニ ス トにな りたい、け どこの年令 ではとてもダメだ、 と

い うので音楽評論家 になろうと思ったんですね」(三善編1978、85頁)

(4>当 時の音楽青年の一例 として五味康祐が挙げ られるが 、彼は この ように音楽を聴いていた。「ぼ くたちの

青春時代 、いわゆる"名 曲喫茶"に は、いつ も腕 を組 み、 あるいは頭 髪 を掻 きむ しり、晦渋 な表情で ま

るで思想上 の大 問題 に直面で も したよ うに、冥 目 して、ひたす らレコー ドに聴 き耽 る学生 たちが いた。

きまってそんな とき鳴 ってい るのはベー トーヴェ ンだった。 … ・彼はいつ まで も、一杯の コーヒーで 自

分の好 きな曲の始 まるの を待つ のだ。念願か なって例 えば二長調の ヴ ァイオ リン協 奏 曲が鳴 り出せば、

もう冒頭のあのpの テ ィンパニー を聴いただけで、作品六一の全 曲は彼の内面に溢 れる。ベ ー トーヴェ

ンのすべてが きこえる。彼 は もう自分の記憶の旋律 をた どれば足 りた し、 とりわけ愛好す る楽節 に来 れ

ば顔 をクシャク シャに して感激すれば よか った。 そんな青年が、戦前の 日本 の レコー ド喫茶 には、 どこ

にで も観 られた。… ・大方は苦学生だった と思 う」(五味1981、61頁)。
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